
2.セ ンターだ よ り

1情 報 メデ ィアセ ンターにおけ る委員会活動

愛知大学情報 メデ ィアセ ンターには情報メデ ィアセ ンター委員会があ り、その もと

に名古屋セ ンター委員会および豊橋セ ンター委員会が置かれ、3校 舎(名 古屋,豊 橋,

車道)の 管理,運 営が行われている。

2004年 度後期 に開催 された、各委員会の議事 は次の通 りである。

名古屋セ ンター委員会

◇第4回10.月2日

報告事項

1.名 古屋 校舎 メデ ィアゾー ンPC入 替に

ついて

2.2004年 度教 員講習会 について

3.2005年 度 学術情報デー タベース募集

について

4.名 古屋校 舎研究館棟セ グメ ン トDHCP

システ ム停止 について

5,メ ー リング リス ト管理者 について

6.Windowsア カ ウン ト申請 について

7,情 報 メデ ィアセ ンター運営業務 ・組織

について

8.第6期 システム ・ソフ トウエア予算 に

ついて

報告事項

1.法 学部購入 資料 について

2.リ ムーバ ブルデ ィス ク利 用 申請書 に

ついて

3,停 電 によるシステム障害について

4.愛 大祭 開催 に伴 う運営について

5,秋 学期入 門ゼ ミについて

6,教 員の メデ ィアゾー ンにおける大量

印刷 につ いて

〈〉第5回10.月25日

1.情 報 メデ ィアセ ンター運営業務 ・組 織

について

2.第6期 システム ・ソフ トウエ ア予算に

ついて

3.授 業 情報 デー タベー ス募集 のお知 ら

せ

報告事項

1.学 術情 報データベース募集のお知 ら

せ

〈〉第6回11.月29日

1.2005年 度 新 規 予 算 につ い て
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2.ICCSサ ーバ設置につ いて

3.研 究館棟DHCPシ ステム停止にっ いて

報告事項

1.メ ール ニュー スサー ビス と教員 向け

アナ ウンスホー ムページについて

2.学 術情報デー タベース募集経過報告

につ いて

3.情 報化推進委員会、情報セ キュ リテ ィ

委 員会 の設置 について

〈〉第7回2ノ 弓25日

1,2005年 度 実習室 ソフ トウェアにつ

いて

2,2005年 度 入門ゼ ミについ て

3.電 子メール講習会受講資格 について

4,2005年 度 経常費予算 申請 について

5,第3実 習室 リムーバブル ハー ドデ ィ

ス クの利用方法 について

6.学 生アカ ウン ト初期パス ワー ドにつ

いて

7.生 協パ ソコン講座における無線L姻 接

続 実施 につ いて

報告事項

1.開 室時間変 更につ いて

2.教 員IT講 習会 について

3.2005年 度 新相談員募集 につ いて

4.2005年 度 新入生オ リエ ンテー シ ョン

について

5.大 量印刷 を行 った教員への印刷代請

求にっいて

6.Vegaに お けるfingerコ マ ン ドの停止
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につ いて

豊橋情報メディアセ ンター委員会

2004年 度

◇第3回10月21日

1.514教 室 ・情報ゼ ミ室の運用につい

て

2,メ デ ィア教育 開発室の運用 について

3.第6期 システム教 育用 ソフ トウェア予

算 につい て

4.2005年 度 学術データベース募集 につ

いて

5,情 報メデ ィアセンター運営業務 ・組織

について

6,2004年 度 教員講習会について

7,そ の他

報告事項

1,図 書館関連について

2,セ ンター利用状況について

3,そ の他

◇第4回11月18日

1.2005年 度 予算 について

2.メ デ ィア教育開発室 の運用 について

3.第6期 システム教育用 ソフ トウェア予

算 について

4.2004年 度教員講習会について

5.そ の他

報告事項

1.新 研究棟LAN環 境(計 画案)に ついて

◇第5回2月24日

1.2005年 度経常費予算について

2.ソ フ トウェア 申請 にっいて

3.2005年 度 実習室 ソフ トウェアにっい

て

4.OBア カ ウン ト申請の2005年 度以降の

取 り扱 いについて

5.そ の他

報 告事項

1.教 員 講習会の開催 について

2.学 術DB開 発進捗状況 について

3.各 種利 用統計につい て

4.そ の他

合同情報メデ ィアセンター委員会

2004年 度

〈〉第2回9ノ ヨ16日

1.情 報 メデ ィアセ ンター運営業務 ・組織

について

2.第6期 システ ム導入 作業の総括 につ

いて

3,第6期 システム ソフ トウェア予算 に

ついて

4.メ デ ィア教育開発室の進捗状況につい

て

5.2004年 度COM発 行計画について

6.所 長 ・副所長人事について

7.そ の他

◇ 第3回12,月8日

1,2005年 度新規 予算 について

2.学 術情報デー タベース審査結果につい

て

報告事項

1,学 内告知用一斉 メール ア ドレスの運用

変更 について

◇ 第4回1月20日

1.情 報メデ ィアセンター運用業務のア ウ

トソー シング(案)に つ いて

2.メ ディア教育開発室運営暫定規程(案)

について

3.メ ー リング リス トサー ビス、ス トリー

ミングサー ビスの運用(案)に ついて

4.そ の他

報告事項

1.情 報化推進委員会、情報セキュ リテ ィ

委員会の発 足につい て

2.Vegaへ のアタ ックについて

3.そ の他
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2,情 報メディアセンター主催行事

講 習 会

◆名古屋校舎

開講日 曜日 講習会名 教室 参加人数

9月9日 (木) 電子メール講習会 第2実習室 1

9月13日 (月)

一
一般常識 としての表計算実習(Excel入 門) 第2実習室 中止

9月15日 (水) 電子メール講習会 第2実習室 14
一

9月16日 (木) 一般常識 としての表計算実習(Excel入 門) 第2実習室 10

9月20日 (月)
一般常識 としての表計算実習(Excel入 門) 第2実習室 15

9月22日 (水) 電子メール講習会 第2実習室 17
一一

9月27日 (月) レジュメの書き方(Word入 門) 第2実習室 2
一

9月29日 (永) PowerP。int講 習 会 第2実習室 6
一一

9月30日 (木) 電子メール講習会 第2実習室 15
一

10月4日 (月)
一般常識 としての表計算実習(Excel入 門) 第2実習室 7

10月7日 (木) 電子メール講習会 第2実習室 11

10月13日 (水) レジュメの書き方(W。rd入 門) 第2実習室 6

10月14日 (木) 電子メール講習会 第2実習室 15

10月i8日 (月)

一
一般常識 としての表計算実習(Excel入 門) 第2実習室 5

10月20日 (水) 電子メール講習会 第2実習室 中止

10月21日 (木) 電子メール講習会 第2実習室 15

PowerP。int講 習 会 第2実習室 4

10月25日 (月)
一般常識 としての表計算実習(Excel入 門) 第2実習室 1

10月27日 (水) レポート/卒論の書き方(W。rd応 用) 第2実習室 8

10月28日 (木)

一
一般常識 としての表計算実習(Excel入 門) 第2実習室 5

11月1日 (月) 電子メール講習会 第2実習室 6

11月4日 (木) 電子メール講習会 第2実習室 11

11月10日 (水) 電子メール講習会 第2実習室 10
一

11月17日 更永) レジュメの書き方(Word入 門) 第2実習室 4
一

11月22日 (月) 電子メール講習会 第2実習室 10

11月24日 (水) 一般常識としての表計算実習(Excel入 門) 第2実習室 3
一一一

11月25日 (木) P。werPoint講 習 会 第2実習室 10

11月29日 (月) レポート/卒論の書き方(W。rd応 用) 第2実習室 1

12月1日 (水) 電子メール講習会 第2実習室 8

12月6日 (月) PowerPoint講 習 会 第2実習室 2

12月8日 (水) 電子メール講習会 第2実習室 3

12月9日 (木) レジュメの書き方(Word入 門) 第2実習室 1

12月13日 (月) 電子メール講習会 第2実習室 8

12月15日 (水) 一般常識としての表計算実習(Excel入 門) 第2実習室 2

1月12日 (水) 一般常識としての表計算実習(Excel入 門) 第2実習室 1

1月13日 (木) 電子メール講習会 第2実習室 15

1月20日 (木) 電子メール講習会 第2実習室 10

1月26日 (水) PowerP。lnt講 習 会 第2実習室 5
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◆豊橋校舎一
開講 日 曜日 講習会名 教室 参加人数
10月6日 水 中国語IME入 力のための講習会 421 6

10月2旧 木 無線LAN講 習会 413 3

11月11日 木
一

電子メール講習会 413 1

f1月12日 金 パ ワーポイント講習会 413 0

11月13日 土 無線LAN講 習会 413 1

11月16日 火 電子メール講習会 421
一一

〇

11月17日 水 エクセル講習会 421 0

11月19日 金 ワード講習会 413 2

11月24日 水 電子メール講習会 421 1

11月26日 金 パワーポイント講習会 413 1

11月29日 月

一一一 一

電子メール講習会 413 5

12月1日 水 エクセル講習会 421 4

12月3日 金 ワード講習会 413 1

12月7日 火 エクセル講習会 421 3一一

12月10日 金 ワード講習会
一 一

413 0

12月13日 月 パワーポイント講習会 413 3

12月16日 木
一
無線LAN講 習会 413 2

1月11日 火 無線LAN講 習会 413 1

2月16日 水 無線LAN講 習会 413 2

2月21日 月
一
無線LAN講 習会 413 1

3月15日 火
一一一

無線LAN講 習会 413 1

◆車道校舎
開講日 曜日 講習会名 教室 参加人数
10月7日 木 一般 常識としての表 計算実 習(Excel入 門) 701 2

10月14日 木 電子メール講習会 701 2

10月28日 木 一般 常識 としての表計 算実 習(Excel入 門) 701 2一一一 一一

12月9日

一
木 PowerPoint講 習 会 802 1一

12月9日 木 電子メール講習会 802 2

3月18日 金 電子メール講習会 802 3
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愛知大学名古屋情報メディアセンター主催 ・教員IT講 習会開催

就 業支 援 と個別 学習 支援 の2つ の機 能 を もつ統 合型e-Learningシ ステ

ムCEAS(Web-BasedCoordinatedEducationActivationSystem)

を使 用す る こ とに よ り、多人数 教 育 の負 担 を軽減 させ 、教育 の質 の向上 を

図 るた めの活用 方法 な らび に 関西 大学 の現代GPの 取 り組 み の紹介。

※ 参考 ホー ムペ ー ジhttp://ceasdemo.iecs.kansai-u.ac.jp/

日時:2005年2月25日(金)13時30分 ～15時30分

演題:関 西 大学 の現代GPの 取得紹 介

授業 支援型e-Learningシ ステ ムCEASと そ の活 用

講 師:冬 木 正彦(関 西大 学工 学部教授)

場 所 車道 校舎本 館K804教 室

愛知大学豊橋情報メディアセンター主催 ・教員IT講 習会開催

2005年4月1日 の個人情報保護法施行を直前に した現在、大学等にお

いて どの よ うな対策を講 じるべ きなのかを情報セ キュ リテ ィをめ ぐる背

景 、概要、関連する認証制度も交えてわか りやす く解説。

情報セ キュ リティ対策の基礎を理解 したい方、ISMSや プライバシーマー

ク等各種認証制度にっいて理解 したい方、セキュ リテ ィ監査制度 とシステ

ム監査制度 との関係 にっいて理解 したい方等大学において情報に関わ る

全 ての方を対象 とした内容。

日時:2005年3.月4日(金)13時30分 ～15時00分

演題:個 人情報保護時代の情報セキュ リテ ィ対策

講師:花 田 経子(新 島学園短期大学専任講師)

場所:豊 橋校舎4号 館情報メディアセ ンター ・413教 室

参加者 教職員な ど23名

愛知大学情報メディアセンター
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3.情 報 メデ ィア セ ン ター 運 営 会議 構 成 員

情 報 メ デ イア セ ン ター 運 営委 員(2005年9月9日 現在)

役職名 所 属 身 分 氏 名

所 長 短期大学部 助教授 龍 昌治

副 所 長

一一

法 学 部 教 授 坂東 昌子

委員

豊橋センター運営委員 文 学 部 教 授 浅野 俊夫

経 済 学 部 教 授 蒋 湧
一

経 済 学 部 助教授 湯川 治敏

名古屋センター運営委員 経 営 学 部

一

講 師

一

岩田 員典

法 学 部 教 授 太田 明

現代中国学部 教 授 土橋 喜
一一

情報メデ ィアセンター事務室

情 報 企 画 課

課 長 中村 直美

係 長 宮部 浩之

SE
秦 俊一郎

小野 秀之

豊 橋情報メディアセンター
係 長 三浦 文博

SE 石原 有希子

名古屋情報メディアセンター

一

係 長 鈴木 真弓
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4.愛 知大学におけるコンピュータウィルスの動向及び対策について(3)

～ワーム編～

1.は じめに

前回、前々回のコムでは、電子メールを感染経路としたコンピュータウィルスに主眼を置いて、その動

向と対策 ・特徴について述べました。

今回からは、世間に溢れるウィルスの うち、特に近年主流 となっている 「ワーム」 「トロイの木馬」「ス

パイウェア」に的を絞 り、その動向 ・対策などを述べたいと思います。

今回は、ワームを取 り上げます。

2.ワ ームとは

従来のウィルスは、ExcelやWordな どのファイルに寄生 しパ ソコン間を移動 していましたが、そのよう

なファイルを必要 とせず、ネッ トワークを経由 して 自分 自身の力により繁殖を繰 り返す ことのできるウィ

ルスのことを、特にワームと呼んでいます。

近年では、正常なプログラムに見せかけてパソコンに侵入する トロイの木馬型 ウィルスと組み合わされ

た 「ハイブ リッド型」が主流 となっています。

3.ワ ームの感染経路

電子メール を媒介 して感染が進行す る 「電子メール感染型」と、電子メールを利用せず、OSの セキュリ

ティホールを利用 してTCP/IPの 通信により感染が進行する 「ネ ットワー ク型」があ ります。

現在、被害が最 も多いのは 「電子メール感染型」と言われていますが、「ネ ッ トワーク」型は、セキュリ

ティ対策がしていないパソコンであるとネ ッ トワークに接続 して電源を入れるだけで感染 して しまうため、

新種 のウィルスが発生す ると非常に危険なタイプと言えます。

4.代 表的なウィルス と、その特徴

(1)電 子メール感染型

「Netsky」

TPA鯖 報処理推進機構)へ のウィルス届出総数のうち7割 を占めてお り(2005年7月)、 猛

威を奮っています。Netskyは 下記のような特徴を持っています。

・ 電子メールの送信者は偽装されます。

・ 「.zip」「.pifj「.scr」といった拡張子の不正プ ログラム(ワ ーム本体)を 添付します。

・ 添付ファイルを開 くと感染 し、パ ソコン内の電子メールア ドレスを収集 して、取得 したア ドレ

ス宛にウイルスメール(自 身のコピー)を 送信 します。

・ 特定サーバーへのDoS攻 撃などを行います。
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※その他にも、 「Mytob」 「Bagle」な どの電子メール感染型ワームが蔓延 しています。

(2)ネ ットワーク型

rSasser」

2004年4,月 に発見 されました。windowsの セキュリティホールを利用 して感染 します。ネ ッ

トワークに接続 して電源を入れるだけで感染するため、世界的に大きな被害を与えました。

Sasserは 下記のような特徴を持っています。

・TCP445番 ポー トを利用 して、ターゲットとなるパソコンを攻撃 します。

・ 感染すると、Windowsが アラー トを表示 して、再起動を行います。

※その他には、「Blaster」などが流行 し、世界的に被害を与えました。

5.対 策について

コンピュータウィルスに感染すると、自身のパソコンが正常に動かなくなることがあ ります。 ところが

ワームに関 してはそればか りでなく、他者のパソコンへの感染能力が非常に高 く、また不正な トラフィッ

クが爆発的に増大することによりパソコンが接続されたネ ットワー クを麻痺させたり、サーバーをダウン

させた りす るなど、周囲に多大な迷惑をかける可能hが 非常に高くな ります。

自身のパ ソコンを守 り、また他者に迷惑をかけないためにも、確実なセキュリティ対策を施 してくださ

い。ここまで紹介したいずれのウィルスにっいても、IPA鯖 報処理推進機構)が 紹介 している下記のウィ

ルス対策を施せば、感染を防止できますので、今一度ご確 認ください。

パソコンユーザーのためのウイルス対策7ヶ 条

1.最 新 のウィルス定義ファイルに更新しワクチンソフトを活用すること

2.メ ールの添付ファイルは、開く前にウィルス検査を行 うこと

3.ダ ウンロー ドしたファイルは、使用する前にウィルス検査を行 うこと

4.ア プリケーションのセキュリティ機能を活用すること

5.セ キュリティパ ッチをあてること

6.ウ ィルス感染の兆候を見逃 さないこと

7.ウ ィルス感染被害からの復旧のためデータのバックアップを行 うこと

6.最 後に(本 学での状況)

本学では、インターネ ッ トと学内LANと の間にファイヤーウォールや メールウ・rルスチェックサーバー

を設置することにより、上記のようなワームの侵入 ・被害を最小限に食い止めていますが、被害は後を絶

ちません。
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教職員や学生の方などの所有するノー トパソコンが、学外にてウィルス感染 し、それを学内に持ち込ん

で何 らかの方法でネ ッ トワーク接続することにより、感染が広がっているパターンが多いものと推測 され

ます0

そ ういった被害を避けるためにも、各自のセキュリティ対策を怠 らないようにして くだ さい。

参考

・IPA晴 報処理推進機構)

・シマンテック社

・マカフィー社

・トレン ドマイクロ社

htt理):〃㎜ 山pa,gαjplindexhtml

http:〃www.symantec.com/region/jp!

http:〃wwwnai.com/japan!secwrity/

http:〃wwwtrendmicro.co.jp/

鯖 報企画課 小野秀之)

愛知大学情報メディアセンター 61 vo1.16,No.1,2005



5.自 己紹介

情報企画課

情報企画係長 宮部浩之

この度、4月1日 付で情報企画課に配属にな りま した宮部浩之と申します。前職はコン

ピュータ会社のシステムエンジニアとして自治体システムの設計や構築、提案などを手が

けてお りましたが、愛知大学に採用された後は名古屋図書館に配属され、図書館の通常業

務を遂行 しつっ、当時システム検討 を行っていた図書館情報システムの構築 と運用に携わ

ってお りました。その後名古屋教務課で3年 間教務に携わった後、今回の配属 となりま し

た。

私がコンピュータ業界に入ってシステムを手がけた頃は、メインフレームと呼ばれる大

型 コンピュータがシステムの中心にあ りま したが、一部でUNIXサ ーバを利用 したシス

テムが少 しずつ出始めた頃で、今思えばコンピュータシステムの一大過渡期であったよ う

に思います。その後クライアン トサーバシステムが登場 し、さらにWebを 利用 した3層 構

造クライアン トサーバが登場 したその影で、当時システム構築の中心にいたメインフレー

ムがその役割を終えつつあるのは周知の通 りです。そんな中、私がお客様に提案 していた

クライアン ト端末はパ ソコンではなく、ワークステーシ ョンとい う大型端末でした。シス

テム構成 としては、メインフレーム とワークステーションを使い、端末側にアプリケーシ

ョンを持った、クライアン トサーバシステム草創期のよ うなシステムで、業務プログラム

を端末に格納するために100メ ガのハー ドデ ィスクを用意 してお りました。当時として

は大容量のハー ドディスクだったのですが...10年 以上経 った今では、メモ リスティッ

クに軽々と格納できてしまう世の中になり、つ くづくコンピュータの進化 と、それに追い

ついていかなくてはならない私達情報に携わる者の宿命(笑)を 感 じずにはいられません。

情報処理に関わる教育も、ここ十年くらいで大きく変化 してきているのではないで しょ

うか。ネ ットワークの回線速度は9年 前の1Mbpsに 比べるとなんと1,000倍 に拡充さ

れました。その高速ネ ットワーク回線 を生か し、多地点制御装置を使った遠隔P義 は学内

で開始されてから2年 目を迎え、パ ソコンを使った授業も10年 前に比べるとかなり多く

なってきたように見受けられます。

今後、メディアセンターを中心とした情報メデ ィア教育がより一層発展 し、学生の教育

に大 きく関わっていく中で、私も情報メディア教育の支援という形で参加 し、携わってい

きたいと思ってお ります。まだまだ不慣れな点はございますが、今後 ともよろしくお願い

いたします。
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6,編 集後記

編集後記

今回の 「COM」 では三本の意義深い論文を皆様にお届けすることができ

ました。

宮田、土橋氏の 「インターネット社会の安全性を確保するための国際的

取り込みに関する考察」では、現代の国際社会において政治問題の対立に

伴い、多発 したサイバー攻撃に着 目し、その実態と国際社会への深刻な影

響をまとめています。サイバーテロ対策について、ネッ トワークのセキュ

リティ技術の向上だけではなく、法的な整備や組織的な制度などを含 めた

国際的な取 り込みを検討 し、それ らの問題点を整理しています。いずれ も

情報社会の発展にとって大変重要な問題であ り、ぜひご高覧の うえ、ご意

見をお寄せいただきたいです。

中西氏 と斉藤氏の研究論文は、それぞれ中国語の教育と研究に関わるIT

技術の活用を取 り上げています。これ らは、中国語ばかりではなく、多く

の国際的な研究と教育に携わる教員 と学生にとって、非常に身近で現実的

な問題です。意欲的に研究や教育に取 り組んでおられる皆さんには、す ぐ

にでも大変参考になるで しょう。

COMに おける論考を積み重ね、国際社会における情報技術の発展に寄与

するとともに、大学の教育研究に関わる情報技術の活用が、さらに活発化

することを期待します。皆さんの、投稿をお願いいたします。

(Y.J)
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情報メディアセンター教育用パソコン機種および設置台数

○車道校舎

設 置 場 所 機 種 台数

メデイアゾーン HITACHIFLORA310 74

K701 TOSH工BASatelliteJ11 35

K802 丁OSHIBASatelliteJ17 35

K804 丁OSHIBASatelliteJ11 50

車道 計 194

0豊 橋校舎

設 置 場 所 機 種 台数

情報メディアセンター

(4号 館)

420教 室 HI丁ACH【FLORA310W 78

421教 室 HITACHIFLORA330W 52

423教 室 HITACHIFLORA330W 58

424教 室 ToshibadynabookSatelliteJll 50

413教 室 HITACHIFLORA350W 25

5号 館
514教 室 ToshibadynabookSatelliteJll 25

523教 室 HITACHIFLORA330W 50

大学院 HITACHIFLORA330W 4

研究所 HITACHIFLORA330W 9

豊橋 計 351

○名古屋校舎

設 置 場 所 機 種 台数

情報メディアセンター第1実 習室
HITACHIFLORA330W 60

第2実習室 HITACHIFLORA310W 45

第3実習室
一

HITACHIFLORA350W 20

オープンフロア H17ACHIFLORA330W 19

中央教室棟 マルチメディア教室 HITACHIFLORA310W so

東教室棟 E201教 室

一 一

HITACHIFLORA330W 60

E202教 室 HITACHIFLORA330W 40

大学院 HITACHIFLORA330W他 10

研究所 HITACHIFLORA330W 13

名古屋 計 327

総合計 台数 872

メディァゾーン

O豊 橋校舎

設 置 場 所 機 種 台数

図書館棟1F1メ ディアゾーン HITACHIFLORA350W他 30

計 30

○名古屋校舎 一
設 置 場 所 機 種 台数 :

図書館棟2F1メ ディアゾーン OptiplexGX520/DELL他 75

計 75


